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（別紙１） 

 

令和２年度～令和６年度 社会福祉法人春日部市社会福祉協議会 社会福祉充実計画 

 

 

１．基本的事項 
 

法人名 春日部市社会福祉協議会 法人番号 8030005007880 

法人代表者氏名 会長 時田 美野吉 

法人の主たる所在地 春日部市中央 2-24-1 

連絡先 048-762-1081 

地域住民その他の関係

者への意見聴取年月日 
― 

公認会計士、税理士等

の意見聴取年月日 
令和２年７月１４日 

評議員会の承認年月日 令和２年７月３０日 

会計年度別の社会福祉

充実残額の推移 

（単位：千円） 

残額総額 

（令和元年

度末現在） 

１か年度目 

（令和２年

度末現在） 

２か年度目 

（令和３年

度末現在） 

３か年度目 

（令和４年

度末現在） 

４か年度目 

（令和５年

度末現在） 

５か年度目 

（令和６年

度末現在） 

合計 

社会福祉

充実事業

未充当額 

214,140 

千円 

206,410 

千円 

166,023 

千円 

151,505 

千円 

136,837 

千円 

105,113 

千円 
 

105,113 

千円 

 うち社会福祉充実

事業費（単位：千円） 
 

▲7,730 

千円 

▲40,387 

千円 

▲14,518 

千円 

▲14,668 

千円 

▲31,724 

千円 

▲109,027 

千円 
 

本計画の対象期間 計画の承認の日から令和７年３月３１日 

 

２．事業計画 
 

実施時期 事業名 事業種別 
既存・新

規の別 
事業概要 

施設整備

の有無 
事業費 

１か年 

度目 

地域福祉充実

事業 
社会福祉 既存 

子どもの居場所づくり事業の充実 

(1)  ひとり親家庭食材配付事業 
無 

2,600 

千円 

庄和社会福祉

センターの修

繕事業 

社会福祉 既存 
庄和社会福祉センターの修繕 

(1) LED 照明の導入 
有 

5,130 

千円 

小計 
7,730 

千円 

２か年 

度目 

地域福祉充実

事業 
社会福祉 既存 

子どもの居場所づくり事業の充実 

(1)  ひとり親家庭食材配付事業 
無 

5,250 

千円 
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庄和社会福祉

センターの修

繕事業 

社会福祉 既存 

庄和社会福祉センターの修繕 

(1) LED 照明の導入 

(2) エレベーターの更新 

有 
31,130 

千円 

障害福祉サー

ビス充実事業 
社会福祉 既存 

障害福祉サービス事業の充実 

(1) 送迎サービスの導入 
無 

4,007 

千円 

小計 
40,387 

千円 

３か年 

度目 

地域福祉充実

事業 
社会福祉 既存 

子どもの居場所づくり事業の充実 

(1)  ひとり親家庭食材配付事業 
無 

5,250 

千円 

庄和社会福祉

センターの修

繕事業 

社会福祉 既存 
庄和社会福祉センターの修繕 

(1) LED 照明の導入 
有 

5,130 

千円 

障害福祉サー

ビス充実事業 
社会福祉 既存 

障害福祉サービス事業の充実 

(1) 送迎サービスの導入 
無 

4,138 

千円 

小計 
14,518 

千円 

４か年 

度目 

地域福祉充実

事業 
社会福祉 既存 

子どもの居場所づくり事業の充実 

(1)  ひとり親家庭食材配付事業 
無 

5,250 

千円 

庄和社会福祉

センターの修

繕事業 

社会福祉 既存 
庄和社会福祉センターの修繕 

(1) LED 照明の導入 
有 

5,130 

千円 

障害福祉サー

ビス充実事業 
社会福祉 既存 

障害福祉サービス事業の充実 

(1) 送迎サービスの導入 
無 

4,288 

千円 

小計 
14,668 

千円 

５か年 

度目 

地域福祉充実

事業 
社会福祉 既存 

子どもの居場所づくり事業の充実 

(1)  ひとり親家庭食材配付事業 
無 

5,250 

千円 

庄和社会福祉

センターの修

繕事業 

社会福祉 既存 

庄和社会福祉センターの修繕 

(1) LED 照明の導入 

(3) 発電機更新工事 

(4) 防犯カメラ設置工事 

有 
22,070 

千円 

障害福祉サー

ビス充実事業 
社会福祉 既存 

障害福祉サービス事業の充実 

(1) 送迎サービスの導入 
無 

4,404 

千円 

小計 
31,724 

千円 

合計 
109,027 

千円 

※ 欄が不足する場合は適宜追加すること。 
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３．社会福祉充実残額の使途に関する検討結果 
 

検討順 検討結果 

① 社会福祉事業及び公益事

業（小規模事業） 

■  地域福祉充実事業（子どもの居場所づくり事業の充実） 

本会は、地域共生社会の実現への取り組みを進め、個々の課題に向き合い、地域

と一体になった取り組みを進める指針として、令和 2 年 3 月に、令和 2 年度から 6

年度までの 5 年間を計画期間とする「地域福祉活動計画」を策定した。 

計画では、「笑顔でつながり支え合う安心していきいきと暮らし続けられるまち

春日部」の実現を目指し、4 つの基本目標を掲げそれぞれ取り組みを進めている。 

そのうち、基本目標２「助けあい・支え合いの仕組みづくり」において、社会的

孤立の予防につながるよう地域とのつながりを活かした「子どもの居場所づくり」

を進める中で、子どもの貧困に係る課題を共有し、課題を解決するため、「ボラン

ティア養成講座」や「わくわくの森」などの事業に継続的に取り組んでいるが、生

活課題や潜在的な課題の把握には、結び付いていない状況がある。また、地域との

接点が希薄化する中では、子どもがいる世帯が抱える課題に対する不安を解消し、

子どもが安心して過ごせる「子どもの居場所づくり」の充実が求められている。 

そのため、今回の新型コロナウイルスの影響で大きな影響を受けているひとり親

家庭に対する食材配付事業を実施することにより、安定的な食への支援を図るとと

もに、食を通じた継続的な関わりから、子どもが安心して地域の集まり等に参加で

きる居場所づくりを推進するものである。 

(1)  ひとり親家庭食材配付事業 

ひとり親家庭に対し、毎月食材を配付する食材配付事業を実施することに

より、食の支援を図るとともに、継続的に関わることができる仕組みを構築

することで、子どもが安心して過ごせる居場所づくりへつなげていく。 

 

■  庄和社会福祉センターの修繕事業 

庄和社会福祉センターの修繕を行い、利用者の利便性を図るとともに、災害時や

日常生活における犯罪等に対する安全性の確保を図る。 

(1) LED 照明の導入 

現在館内の照度が暗いため照明数を増加し、利用者の利便性や災害時にお

ける緊急時対応機能の向上を図る。 

(2) エレベーターの更新 

乗り口の段差解消、地震の初期感知の機能導入、戸開走行保護装置の設置

により、バリアフリー性能の向上及び災害時における緊急時対応機能の向上

を図る。 

(3) 発電機の交換 

当センターは福祉避難所に指定されているため、現在設置されている発電

機を、連続運転時間や音量等について機能が向上したものに交換することに

より、災害時における緊急時対応機能の向上を図る。 

(4) 防犯カメラの設置 

施設利用者の安心安全を確保するため、防犯カメラを設置する。 

 

■  障害福祉サービス充実事業 

障がい者通所施設（生活介護施設）において、利用者送迎サービスを導入するこ

とで利用者やその家族の利便性の向上を図る。 
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(1)  送迎サービスの導入 

生活介護「あおぞら」において、利用者が安心安全に通所できるように、

また、家族の介護負担軽減を図るため利用者送迎サービスを行う。 

② 地域公益事業 ①の取り組みを実施するため、実施しない。 

③ ①及び②以外の公益事業 ①の取り組みを実施するため、実施しない。 

 

４．資金計画 
 

事業名 事業費内訳 １か年度目 ２か年度目 ３か年度目 ４か年度目 ５か年度目 合計 

地域福祉充

実事業 

計画の実施期間に

おける事業費合計 

2,600 

千円 

5,250 

千円 

5,250 

千円 

5,250 

千円 

5,250 

千円 

23,600 

千円 

財
源
構
成 

社会福祉充実

残額 

2,600 

千円 

5,250 

千円 

5,250 

千円 

5,250 

千円 

5,250 

千円 

23,600 

千円 

補助金       

借入金       

事業収益       

その他       

 

事業名 事業費内訳 １か年度目 ２か年度目 ３か年度目 ４か年度目 ５か年度目 合計 

庄和社会福

祉センター

の修繕事業 

計画の実施期間に

おける事業費合計 

5,130 

千円 

31,130 

千円 

5,130 

千円 

5,130 

千円 

22,070 

千円 

68,590 

千円 

財
源
構
成 

社会福祉充実

残額 

5,130 

千円 

31,130 

千円 

5,130 

千円 

5,130 

千円 

22,070 

千円 

68,590 

千円 

補助金       

借入金       

事業収益       

その他       

 

事業名 事業費内訳 １か年度目 ２か年度目 ３か年度目 ４か年度目 ５か年度目 合計 

障害福祉サ

ービス充実

事業 

計画の実施期間に

おける事業費合計 
 

4,007 

千円 

4,138 

千円 

4,288 

千円 

4,404 

千円 

16,837 

千円 

財
源
構
成 

社会福祉充実

残額 
 

4,007 

千円 

4,138 

千円 

4,288 

千円 

4,404 

千円 

16,837 

千円 

補助金       

借入金       

事業収益       

その他       

※  本計画において複数の事業を行う場合は、２．事業計画に記載する事業の種類ごとに「資金計画」を作成すること。 
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５．事業の詳細 
 

事業名 地域福祉充実事業 

主な対象者 ひとり親家庭（住民等） 

想定される対象者数 月３０世帯 

事業の実施地域 市内 

事業の実施時期 令和２年９月１日～令和７年３月３１日 

事業内容 

ひとり親家庭に対し、毎月食材を配付する食材配付事業を実施することにより、

食の支援を図るとともに、継続的に関わることができる仕組みを構築することで、

子どもが安心して過ごせる居場所づくりへつなげていく。 

事業の実施スケジュール 

1 か年度目 実施する 

2 か年度目 実施する 

3 か年度目 実施する 

4 か年度目 実施する 

5 か年度目 実施する 

事業費積算 

（概算） 

地域福祉担当職員が事業を推進するための業務量を 0.7 人として算出 4,480 千円 

 ※ 地域福祉担当職員 7 人×業務量 0.1＝0.7 人 

※ 1 年目は 6 か月分として算出 2,240 千円 

食材費 2,000 円×30 世帯×12 ヶ月 720 千円 

事務費  50 千円 

合計 23,600 千円（うち社会福祉充実残額充当額 23,600 千円） 

地域協議会等の意見と 

その反映状況 
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事業名 庄和社会福祉センターの修繕事業 

主な対象者 住民等 

想定される対象者数 ２３４，０００人 

事業の実施地域 庄和社会福祉センター 

事業の実施時期 令和２年９月１日～令和７年３月３１日 

事業内容 

庄和社会福祉センターの設備の充実を図り、災害時や日常生活における犯罪等に

対する安全性及び利便性の向上を図る。 

(1) LED 照明の導入 

現在館内の照度が暗いため照明数を増加し、利用者の利便性や災害時にお

ける緊急時対応機能の向上を図る。 

(2) エレベーターの更新 

乗り口の段差解消、地震の初期感知の機能導入、戸開走行保護装置の設置

により、バリアフリー性能の向上及び災害時における緊急時対応機能の向上

を図る。 

(3) 発電機の交換 

当センターは福祉避難所に指定されているため、現在設置されている発電

機を、連続運転時間や音量等について機能が向上したものに交換することに

より、災害時における緊急時対応機能の向上を図る。 

(4) 防犯カメラの設置 

施設利用者の安心安全を確保するため、防犯カメラを設置する。 

事業の実施スケジュール 

1 か年度目 ＬＥＤ更新工事を実施する 

2 か年度目 ＬＥＤ更新工事、エレベーター更新工事を実施する 

3 か年度目 ＬＥＤ更新工事を実施する 

4 か年度目 ＬＥＤ更新工事を実施する 

5 か年度目 ＬＥＤ更新工事、発電機更新工事、防犯カメラ設置工事を実施する 

事業費積算 

（概算） 

(1) ＬＥＤ更新工事費 25,650 千円（1 年 5,130 千円×5 年） 

(2) エレベーター更新工事費 26,000 千円（2 年目） 

(3) 発電機更新工事費 15,235 千円（5 年目） 

(4) 防犯カメラ設置工事費 1,705 千円（5 年目） 

合計 68,590 千円（うち社会福祉充実残額充当額 68,590 千円） 

地域協議会等の意見と 

その反映状況 
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事業名 障害福祉サービス充実事業 

主な対象者 生活介護施設「あおぞら」利用者、その家族 

想定される対象者数 15 名 

事業の実施地域 市内 

事業の実施時期 令和３年４月１日～令和７年３月３１日 

事業内容 
生活介護「あおぞら」において、利用者が安心安全に通所できるように、また、

家族の介護負担軽減を図るため利用者送迎サービスを行う。 

事業の実施スケジュール 

1 か年度目 新規採用職員を募集する 

2 か年度目 利用者に対してサービスの実施を図る 

3 か年度目 利用者に対してサービスの実施を図る 

4 か年度目 利用者に対してサービスの実施を図る 

5 か年度目 利用者に対してサービスの実施を図る 

事業費積算 

（概算） 

車両リース代 月 52 千円×12 ヶ月＝624 千円 

新規採用職員 

1 年目 3,383 千円 

2 年目 3,514 千円 

3 年目 3,664 千円 

4 年目 3,780 千円 

合計 16,837 千円（うち社会福祉充実残額充当額 16,837 千円） 

地域協議会等の意見と 

その反映状況 

 

 

※ 本計画において複数の事業を行う場合は、２．事業計画に記載する事業の種類ごとに「事業の詳細」を作成すること。 
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６．社会福祉充実残額の全額を活用しない又は計画の実施期間が５か年度を超える理由 
 

新型コロナウイルスの流行等の状況に対応するため、既存事業を今後見直す可能性も考慮し、福祉充実残額の 1/2

を活用する計画としている。なお、６か年度以上の計画を立てることも検討したが、社会経済情勢が大きく変化する

中、それらの状況に柔軟に対応できるよう、５か年度計画とした。 

 

 


